
 

国立中央青少年交流の家で働いている職員が現在取り組んでいる、または今後取り組んでいきたいSDGsを紹介します！みなさんも一緒に SDGs に取り組んで行きましょう！ 

持続可能な開発目標（SDGs）とは，2001 年に策定されたミレニアム開発目標（MDGs）の後継として，

2015 年9 月の国連サミットで採択された「持続可能な開発のための2030 アジェンダ」にて記載された

2030 年までに持続可能でよりよい世界を目指す国際目標です。 

  

質の高い体験活動をみん

なに！体験や経験を積み

重ね、体験を通してみん

なが自分の足で歩んで行

けるように心に響く体験

の機会を創造します。 

 
次長 桑山宗大 所長 宮﨑康之 

 

企画指導専門職 

大家浩靖 

相手に寄り添い責任

ある発言と行動を取

ります。 

企画指導専門職 

土屋貴弘 

 

人と人との繋がりを大切

にし、周囲の人も自分自

身も、明るく元気な毎日

を過ごせるように心がけ

ます。 

 

企画指導専門職 

    市川大 

『安いから買う』ではなく、

「本当に必要なものなのか」

「長く使えそうか」などを考え

て購入するとともに、エシカル

消費を意識し、フェアトレード

商品の選択も心がけます。 

企画指導専門職 

   長谷川賢 

 

オリエンテーション、出前講座

など利用者対応の際、エコな生

活、「早寝早起き朝ごはん」を伝

えていくことを実践します。 

また、自分自身が SDGｓを意識

した生活を心がけていきます。 

 

今年に入って、一児の父になりまし

た。この子が生きる将来が希望に満

ち、また、この子と同じ時代を生きる

人たちが、不遇のうちに取り残され

ず、手を取り合って生きられる社会と

なるよう、教育施設の職員として、ま

た、一個人として、日々、出来ること

に取り組んでいきたいと思います。 

総務・管理係 

 青木克之 
総務・管理係 

 吉田哲郎 

 

体操競技の指導、審判、

等を通じて生涯学習の普

及に努めます。 

使用する財布、手帳、名

刺入れ等を自作して省エ

ネに努めます。 

総務・管理係 

 大石章司 

 

家電のこまめな ON・OFF、エ

コバックの使用、近場への移動

は徒歩、ごみの分別の徹底な

ど、生活の中で必要以上に資源

を消費しないようにできる範囲

から努めていきます。 

総務・管理係 

 設楽恵美 

 

５Ｓ（整理・整頓・清掃・

清潔・躾）を心がけ、３ム

（ムリ・ムダ・ムラ）をな

くし、ストレスフリーな職

場を目指します。 

総務・管理係 

 高垣博子 

 

食器や洗濯、掃除などで使用する

洗剤は環境と体に優しいものを使

います。家庭で消費できる分だけ

購入し食品ロスをなくすよう心が

けます。食品は無添加、遺伝子組

み換えではない安全で信頼できる

ものを購入します。 

事業推進係 

安達拓人 

 

当所が何十年にもわたり、多く

の利用者によって受け継がれて

きた積み重ねを尊重し、古いも

のであっても丁寧に扱う気持ち

や次の人の立場になって考える

態度を、ベースに据えて取り組

みます。 

事業推進係 

中込崇 

 
買物の際、ビニール

袋をもらいません。 

事業推進係 

荒川大佑 

 

機会がある時に、西アフリカで

ボランティア活動をしていた時

の経験を話し、少しでも貧困等

の問題に目を向けてもらえるよ

う努めます。また、マイバッグ

を使用するなど、できることか

らやっていきます。 

事業推進係 

 丸宏樹 
事業推進係 

滝田笑子 
事業推進係 

奥田峰生 

事業推進係 

向出裕子 
事業推進係 

勝間田共平 

事業推進係 

平山久 
事業推進係 

見川美和 

   

  

  

環境教育やESDについての自

主的に学び、理解を深めます。

学んだことを利用者の方々に伝

えられるよう、環境教育や

ESDの視点から研修支援を充

実させることに努めます。 

すぐに新しいものを買うのでな

く、使えるものは工夫してリサ

イクルするよう心がけます。大

事な資源である水の節水、必要

以上の異物(ﾏｲｸﾛﾌﾟﾗｽﾁｯｸ等）の

流出を防ぐよう子どもたちにも

指導していきます。 

所内の環境整備を通じ、

青少年を始めとする利用

者の皆さんに、自然と緑

の豊かさに触れて頂くよ

う努めます。 

買い物には、エコバックを持っ

ていきます。レジ袋の消費を減

らしプラスチックごみを減らす

よう心がけます。食品ロスをな

くします。家庭で消費できる分

だけ食品を購入します。 

少しでも無駄をなくすために、

できることからやっていきま

す。具体的には、電気はこまめ

に消す、ものを買うときは本当

に必要なものか・長く使えるも

のかを考え購入するなど実践し

ていきます。 

生活において無駄をなく

し、使用できるものは使

用し、責任のある行動を

とる。 

使い捨てよりも長く使えるもの

を選び、食料やエネルギーを無

駄を無くすようにします。 

また、瓶・紙・ブラスチック・

衣服・本をリサイクルします。 

SDGs にまずは興味をもっ

てもらえるよう、事業に工

夫を加えるとともに、情報

発信に努めていきます。 

個人的には、車にエコバッ

クを常備します。 


